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ご　挨　拶
商学学術院総合研究所　兼　産業経営研究所　所長
早稲田大学 商学学術院教授 　辻　山　栄　子
　産業経営研究所の所長を務めております辻山でございます。本日はお忙しい中、多数ご来場
いただきまして、ありがとうございます。
　早稲田大学の産業経営研究所は、早稲田大学の中の産業経営に関する中心的な研究機関とし
て 1974 年に設立されまして、以来、企業経営から産業発展にかかわる全領域におきまして、グ
ローバルな視点から、しかも最先端の問題を取り上げて研究を進めてまいりました。
　本日の第 18 回産研アカデミック・フォーラムのテーマであります「生命保険市場としての
アジア」は、本学の専門家であられます江澤教授のお話によりますと、中国、韓国、日本にお
ける生命保険業界の現状を理解し、かつ、それぞれの市場が抱える問題点を抽出し、そして今
後を展望するという、まことに興味深いテーマであると伺っております。
　昨今の経済環境に照らしましてもアジアの経済の台頭が目覚ましいということはいうまでも
ないことですけれども、もう一方では、少子高齢化というものも各国が避けて通れない問題だ
と思います。本日のテーマは、その接点に位置する問題の 1 つを取り上げるという意味で非常
に興味深い問題であると考えております。
　実は、産業経営研究所は 2010 年、本年の 5 月からＡＩＧエジソン生命様と「生命保険業界
におけるマーケティング手法の研究」というテーマで共同研究を進めております。こちらは生
命保険業界の新しいマーケティング手法に焦点を当てまして共同研究を進めているわけですけ
れども、この共同研究にとっても本日のフォーラムが非常に有意義な成果をもたらしてくれる
ものと考えております。
　プログラムの詳細につきましては、お手元のパンフレットに記載のとおりでございますし、
後ほど、コーディネーターの中出准教授から詳しいご紹介があると思いますので、私からは省
略させていただきますけれども、本日のフォーラムのために中国、韓国から遠路お越しいただ
きました王教授、鄭教授、それから通訳のお 2 人の方々にこの場をおかりしまして、心よりお
礼を申し上げます。
　パネルディスカッションも含めまして、これから約 4 時間の長丁場になります。会場の皆様
とともに私も知的で刺激に満ちた議論を拝聴できることを楽しみにしております。どうぞでき
るだけ最後までおつき合いいただきたいと思います。ありがとうございました。
